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３．４　ネットワーク上の音声の応用

ネットワーク上で音声の合成・認識・分析等が駆使されれば、その応用範囲は広く市民

生活に不可欠なものとなろう。

１）バーチャル店員

WWWブラウザに最初から音声合成・認識機能が付加されてくれば、インターネットの

バーチャルモールで買い物をする際、バーチャル店員と簡単な対話を交わしながらショッ

ピング出来る。実験的にはその様な試みがされている。そうなるとバーチャルモールでは

街や店の作り、商品やサービスの解説をいかに魅力的に音声や映像で提供出来るかが決め

手になってくる。

２）朗読システム

 音声圧縮を使った図 3－9 の様な朗読システムが開発されている。携帯電話用の PSI－

CELP をベースとして約 1／18 の情報量に圧縮し、60 分の朗読音声を ISDN を使えば 3

分強で送信出来る。14)

図 3－9朗読システム
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３）英会話学習システム

B－ISDNを用いた遠隔英会話授業の実験が行なわれ有用との結論が得られている。ただ、

資格取得等の際、遠隔地の本人が自分自身の実力で会話しているのかどうか認定する難し

さが指摘されている。15)

４）音声診療システム

  ネットワークを介して音声ピッチやスペクトルの乱れ等を分析し、咽頭がん等の診察を

行なう音声診療システムが試行されている。医師法の壁があるので診断までは無理として

も、「病気の可能性がありますので病院へいって下さい」といったコメントを送ることは

可能である。

５）発話訓練支援システム

聴覚障害児用の発話訓練支援をネットワーク上で行なう試みがある。図 3－10の様に声

の大きさ（パワー）、リズム、高さ（ピッチ）、音階、母音／無声音／有声音、舌の動き

等の訓練をネットワーク上で行なうものである。この種の訓練は可能な限り早い時期に実

施することが重要であるが、実際には各人に対応した個別指導になり、教師の不足等で実

施が困難なのが現状である。16) その解決の一方法といえる。

図 3－10発話訓練支援システム

３．５　音のデータベース検索

ネットワーク上で音を有効利用しようとしたら、強力な音のデータベースサーチエンジ

ンが必要なのはいうまでもない。そんなサーチエンジンで可能性を与えてくれる例が図 3

－11の“Lycos”である。17) Lycosは音声ファイルを直接検索出来る機能がある。図 3－

11はベートーベンの曲をサーチした例である。例えば 5）のmidファイルをクリックすれ

ば、パソコン上の MIDI 音源が起動して第五交響曲が聴ける。“Sound”のかわりに

“Pictures”と入力すれば、図 3－12の様なベートーベンの肖像画が得られる。“Books”

と入力すればベートーベンに関する本が表示され宅配で注文出来る。このサーチエンジン
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では具体的なキーワードの代わりに“soft music”“dance music”等ある程度感覚的・抽

象的な表現も使用出来る。

    図 3－11“Lycos”でベートーベンの曲をサーチ
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一方、実験レベルではあるが、サウンドデザイナーや作曲家等音の専門家に有益な音響

データベースも開発されつつある。言葉で表現するのが難しい音データを、キーワードの

代わりに短時間スペクトル分析によってパラメータを抽出し、それらのパラメータを音の

インデックスとして使用するものである。18) いずれにしても音声データベースを充実する

ことと、その有効な検索方法を確立することは、ネットワーク上での音利用の命題といえ

る。
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